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小林 繁男

II試試目的

木曽谷の畑性ポドゾル地帯については.史新W離性のために.木曽分揚に土じょう研究室が存 

統している間は短性ポドゾル地帯の改良試験等が実施されてきたが,当研究宝廃止と共に中断さ 

れた。その後台風被害も引金になって.湿性ポドゾル地帯の更新方法を解明しようということで. 

三浦実験林が設定されて.長野営林局,信州大学.京都大学および本場土じょう部共冋で研究を 

進めることになった。当分場は造林研究室が握れて参加し,昭和4 9年から亜高山性樹種の導入 

試験,ヒノキ産地,地域試験群で取組むようになった。しかし本格的な取組みとはなっていない 

し,試植樹称と土壌特性との関連については解明が不十分である。このため,湿性ポドゾル地帯 

の更新法は木g分場の地域重要課題であることから.過去の試験地の调査解明と土壌特性解明を 

主眼にして,更新法を見出すべく取上げることにした。

内容としては亜髙山性榭極導入試験地の継続调査,施肥試験地の鬼起し調査,ヒノキ産地,地 

域試験地の設定および技植樹種と土壌型との関係にしぼられた。なお最終年度に微地形調査の予 

備的澗査に取組み,起伏指数なる表現での可能性が見られたことは収種であった。

8！試験の経過と得られた成果

1.亜高山性樹狭の植栽試験

亜高山性樹種を含むいくつかの樹预とヒノキとの併植試験地が設定されていた。本課題設定 

とともにこの試験地の継続調査を実施することにしたので,これまでの経過を含めて調査結果 

を次に示す。

1)試験地の経過

王滝営林署管内三浦実験林6 31い林小班内に昭和4 7年5月植栽された。:植栽地は伐採 

前の昭和4 3年11月にクサトールFP 2 5 0 Kg/4oを空中散布し,昭和4 5年の伐採地で
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ある。用いた苗木は坂下宮林者坂下苗畑養苗のイ年生ヒノキ苗,束筑联郡波出村の民苗5年 

生イチイ苗,他は林業試験場木曾分場で養苗したもので,アカエゾマッ4年生苗,ヤツガク 

ケトウヒ5年生苗,他の樹显は6年生苗である。

この試験地は植股後伍年丨回筋刈りが継続実行されている。

2)調査結果

狗査結果は衣ー1のとおりで.当初は活用率も良かったが,昭和5 3年の删査では生む仁 

はほとんどの樹孙で半故以下となり,生長よりも生存そのものから問踴がある。调充時の樹 

高は,倂fiftされた匕ノキと比較してや、良い生長を示すのはシラベ,アカエノマッだけで, 

他はヒノキよりも劣っていた。

この試験地の側査結供は,さらに缺続訓査を実施するとともに,三浦実験林内その他この 

付近の各樹種と比較して,ポドゾル地帯に適する樹沖の選定資料に役立てたい。

以上の植栽我験は木曾分埸の故百瞰！林研究室長及び荒井国幸研究员によって立案され, 

世林署実行で設定されたものである。

2亜离山性樹種施肥試験

1) 調査目的

湿性ポドノル地帯における亜高山性枚“巾の生長比较をするため,三浦実験林よりも古くに 

植栽され,掐矣経過もはっきりしている試験地として,冋じ湿性ボドゾル地帯,王滝営M碧 

助六国有林に改定されている。林菜試験場木曽分場の施肥試験地を選んだ。この試験地は, 

ヒノキ天然林の昭和3 2年伐採跡地で,昭和3 5, 3 G年に杭栽施肥され,昭和,14年以降 

調査が中断していたが,三沛実験林内植栽のものとの比較資料にするため•堀起し調査を実 

施したものである。

2) 試験地の経過

試験地の施菜経過は表ー 2のとおりで,各技映地の調査は,ウラジロモミについては,植 

栽後4年問の结果を鷹見ら。が,トウヒ・シラベ’ウラジロモミについても,施肥後5〜3 

年間の結果を吉本ら"が発表している。その後昭和4 3年未まで講!査が続けられ3)昭和 

4 4年5月に追肥か実施されたまゝで,今回の調査まで中浙していた。

3) 調査結果

調査区ごとの樹商生長経過を図ー丨に示した。シラベ’トウヒ・ウラジGモミともに何れ 

も施肥効果は持続していることがわかるcしかし笫2回施肥後の効果は完全に1〇年のブラ 

ンクの中に埋没しているので,各試験区より優垮木,平均木,劣够木に相当するもの3～5 

本を選んで樹幹解析を行い,それらの効果を追跡することにした。図にはそれぞれ主な调査 

年の調査区平均値が示してあるが,調査木の選び方にやゝ難があった点も見られるが,大よ
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表ー2 施肥試骇地の阴5遇

シラベ トウヒ ウラジロモミ

場 所 王滝19 7り 王滝丨9 7か 王滝2 0 5と

海抜濾 1.4 7 〇～1.4 9 Om 1.4 0 0-1.4 3 0 1.380～1.4 20用

土壊型 Pw(i) 1 Pw(i) 1 p、v( 1)ni - 〇

植 栽 S3 65 45 004 S 3 5 4 4.5 0 0 耕U

植我後1 2. 3年目にそれぞれちかう粒状

2号(5：3：3)80夕/

半環状溝切施肥

植枚咐1号(5 ： 3 ： 3 ) 6ケ/木

半環状施肥

施
S *11 5断スーノぐー1号(2 4 ： 1 6 ：1 1 )

N 7 〇命/如条間水平隔施肥

S 4 4 5観スーパー 1号(24 ：16 :丨1)N ! 〇 OKg/Xwバラマキ施肥

調査等

植我後S 4 3末まで毎年生長吊•洌査結果を分場年報麻8まで虹段さ叔

施肥後5-3年間の結果を1 5回日林中 

部支部講に発表

桃我後4年間の結果を13回日林中部支

部踞に発表

S 5 3生長報:調査 S 5 4樹林解析実行
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その傾向がうかがわれた〇

シラベ

倒高％長経退はI剛一 2に示すように,府肥木(土良い生長を示しているものが多い。施肥効 

果をわかり功くするために迎年生長鮭過を図ー3に示した。これらを見ると.1年目施肥で 

は叫年又は翌な年に効果があらわれ,3～4年持続するが,その後無施肥区と冋等になる。 

第2回施肥効果：は寻年からはっきりあらわれ•3 ～ 5年持続しているようである。

2. 3年目的肥では,弟丨回壮：死効黒にや、遅れろがはっきり認められるものが多く,第 

2回施肥効果は•2年目危肥てははっきりせず,3拓目痢肥の場合に.必1回目の効果をも 

りかえす形で3 ～ 4年持続している感じである。各な史区ともに第2回施肥後5〜6年以降 

は無施肥区とI司等のものが多いことは特長的である。

心徑生長経過について见ても,施肥効果の見難いものもいくらかあるが(図省略),こわ 

も甜為生長と冋様に根元K［從述年生長経過について検討することにした。(図ー1>

これらを見ると樹高生長と(浸ヾ似た傾向を示し,I年目施肥ではや、効果がでているづ芸 

く持続せず・第2回施肥効果はかなりはっきりするがこれも長く持続しない。

2 • 3年目施肥では第丨回施肥効果"や、见られるが,第2回施肥効果は,?年巨罪註て 

は丨本だけは効果がでているが,他は効果がなく• 3年目施肥でやゝ微弱であるが少しでて 

いる。

全体として樹高生長と同じように代侄生長も第2回施肥役しばらくすると生長が悪くなり, 

無施肥区と同様な生長を示すものが多くなっている。

トウヒ

樹高生長経過は図一 5のように熊肥効果が認められるようである。シラべと同じように樹 

高連年生長経過を図ー 6に示すように,1年目施肥では効果は徐々であって,効果のはっき 

りでるのは3 ～ 5年後であって,第2回施肥に引継いだ形になっている。しかしそれも長 

続きせずに第2回施肥後5〜6姫後には無施肥と同じ程度になっている。

2. 3年目施肥についても,第I回の施肥効果はやゝ低く,第2回施肥効果が大営くでて 

いる。しかも.第2回目の効果はやゝ落ちながらも6〜7年続いていて,無施麗区と冋等に 

なるのはや、遅れている。

商経生長経過については,シラべと同様に見易くするため,根元直径連年生長経過で検討 

することにした。図ー?に示すように,I年目施肥で一部効果の薄いものもあるが,第1回 

施肥効果が見られ,それを持続しながら第2回目の施肥効果に引継ぎ,徐々に低下しながら 

も長く持ち統けている。2, 3年目施肥では樹高生長と冋じように,第1回施肥効果は2年 

目施肥では効果が見られるが,3年目施肥は微弱である。なお第2回目施肥でも,2年目施
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図ー 2榭髙生艮経過(シラベ)
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図一5樹高生長経過(トウヒ)
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肥が効果が薄く,3年目拖肥の方がいくら•か効果がでている。いずれも効果は低下しながら 

も持ち槌け・無施肥よりもいくらか喪位を傑っている。

〇 ウラジロモミ

湖京生長経過を図ー 8に.樹高,根元直径連年生長を図ー9に示すように,いずれの施肥 

時点においてもそ・の効果はそれほどはっきりでていない。これは図ー 8にみられるように, 

調死区平•均侦よりもやゝ小さめのものが選ばれて劉瓮したことが原因しているようである。 

即ち•調査木は斜面下部より採取された。この斜面下部は告本ら2)の報告によれば設定当 

初に術’占をうけた所であって.・施肥効果のはつぎりしない場所であった。

以上のように樹種によって・施肥効果に若干の違いがあることがわかった。さらに・湿性ボ 

ドゾル地帯での調査小例として,他地城費料との検討資料として利用したい。

ヒノキ地城別•産地別試験

不良環境地帯に造林するヒノキは•当地域産か他からの導入かを見究めるため•木曽谷各地 

破の天然生ヒノキ林分から種子を採取して・紫苗し・現地に植栽して検定することを目的に始 

められたもので「ポドゾル地帯および木啓北部等不良環境地帯におけるヒノキの造林試赣」の 

一琅として故百は造林研究長が立案計画されたものの延長である。

1) ヒノキ地城別試験の養苗経過

种子採種地域として木曽谷北部の奈川,木曽南都(襄木曽)の川上,木曽中心部で濁川. 

助六,三浦の針5か所の天然生ヒノキ林より神子を採取することとし,採種は営林局署で, 

養苗は坂下営林署の坂下苗畑と分場苗畑で灾行した。

極子の状況や育苗段階における各地城の特徴は表ー 3に養苗経過として示してある。三浦 

産がー苗・特徴的で,発芽率も低く生長髭も少ない。枝葉の少ないほっそり型である。奈川産 

が下枝の多いずんぐり型,濁川,川上麻が枝葉の多いすんなり生長型,助六童が中間的で木 

曽ヒノキの標準型に姑える。

2) ヒノキ地城別試験地での生長

現地植栽は昭和5 3年春に三浦実験林6 3 6 3林小斑に営林署実行で植栽された。植裁後 

の調査が略和S 6年I 〇月に分場苗,坂下苗それぞれ2区ずつ調査した。全体的に見て枯损 

や切捐が多かったので,！区あたり3 〇本を探して残存木を調査することにした。

调査結果は表ー 4のとおりで,山行時の調査資料は分場苗だけであったが,坂下苗は断然 

大苗であった。このuとか原因しているのが,切損率が分場苗は非常に髙いのに坂下苗は少 

なかったのが目立っている。苗木時代にほっそり型だった三浦皆:苗は,規在も平均値として 

最も小さい値を示し,分場苗だけであるが川上産は分埸苗のうちでは最も優位を保つが,そ 

の他はまだはっきり優劣は示されないものと碳察した。
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表一 3 地域別ヒノキの養苗経過

奈川 助六 濁川 川上 三浦 備 考

採本 K 33 20 1 5 3 19 S 4 9.10採種

拈平均胸高ifi径兩 4 4 4 0 4 1 32 38

木平均樹跷m 20 2! 22 20 22

採採 M( 拈ダ 320 0 1.10 0 600 140 4 50

t-Ii

種千 粒 氓ダ 2.3 23 2.1 1.7 16

子検定発芽率％ 52 67 54 35 31

坂播加扱ク 
福

2.000 1.000 400 — 200 S 5 0.-!播種

下発 芽率％ 11 1 9 6 — 6

分播種量ワ 
vH

4 00 200 200 140 200 S 5 0. 4播種

場発芽率％ 27 1 9 19 23 7

堀分平均苗長页 9.1 83 8.5 9.2 8.0 S 5 0. 1 0調査

取場 2 cm上得苗率务 37 25 18 26 16

3伽上床替木敝 33 4 0 1.920 2280 3.64 0 1.4 0 0 S 51.10綱査

床分
彳!) 苗 率多 90 83 92 74 79

平均苗長珈 25 21 21 26 18

替埸
平均苗重0 22 20 21 25 17

本 数 2500 1500 2.000 2200 1.100 S 5 2.10調査

再分
’平均苗長颌 3〇• 30 35 35 26

床
平均根元直径晒

替 J切
7 7 8 8 6

平均苗重タ 44 49 53 57 3 1

山 規 恪颂上 25 23 28 27 20 S 5 3. 4,1 〇

分
行 本 故 1.600 900 1.100 1,6 00 800 (C TMダンボール)

場
苗 山 行 率 64 60 55 73 73
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表ー4ヒノキ地城別試戦地調査桃果

区分
分:甥 苗 坂 下 苗 平 均

岫 卓 硼皇 颇径 形佛編 输顺 咖障岫 作啊隔 沼帥俯

三浦l 85 344 4 8.1 4 0.0 105 5 1.4 6 45 1 33

n 6.3 328 4 8.7 5 33 10.3 4 22 5 8.7 533

平均 7.4 3 3.6 4 8.4 •1 6.7 10.4 4 68 6 1.6 3 33 89 4 0.2 5 5.0

图川1 7.6 39.9 54.1 5 0.0 124 5 7.3 7 5,3 10.0 •

〇 7.0 3 5.9 51.1 7 6.7 I 13 5 68 7 34 16.7

平均 7.3 3 7.9 5 2.6 6 34 1 1.9 5 7.1 7 4.4 1 34 9.6 4 75 6 3S

岫！ 8.1 348 5 22 5 0.0 11.6 5 3.1 7 0.2 33

〇 75 36.1 4 9.4 7 0.0 11.1 5 20 7 0.1 2 6.7

平^ 78 3 55 5 0.8 6 0.0 11.4 5 1.6 7 0.2 1 50 9.6 4 8.6 6閃

奈Jii 1 6.3 29.】 4 3.0 7 0.0 1 13 588 7 75 1 6.7

H 6.0 3 2.9 4 5.6 7 33 108 6 0.6 7 6.0 6.7

祸 6.2 3 1.0 4 4.3 7 1.7 11.1 5 9.7 7 6.8 1 1.7 8.7 4 5.4 60.6

Jll± 1 8.1 4 0.7 5 6.8 5 6.7

〇 9.2 4 6.3 6 4.4 4 3.3

平均 8.7 4 35 6 0,6 5 0.0 8.7 4 35 6 0.6

なお,個々の関査木の形態を見るために,地域別の樹高と根元直径との関係を図ー10に 

示した。坂下苗,分場苗を一緒にして見ると,いくらか産地ごとにまとまって,地域別の特徴 

が以られるようであり,今後の生長傾向を見守りたい。

3)ヒノキ衆地試験地

ヒノキ産地試験は熊本営林局管内の3営林署養苗苗と,民苗のナンゴウヒ,三疝:県苗,前 

橋営林局管内の2営林器揆萌苗について,営林局が購入または管理替して,分場経市で三浦 

実験林に植戏された。山行後の生長調査は未了であるが取扱い経過を表ー 5に示しておく。

4. 土壌分布と樹種別生長

三浦実験林は王滝川の上流部にあって,阿寺山地の上部,隆起準平原に位匿し,なだらかな 

残丘地帝である。尾根部は緩斜面が多く山脚も短かい。土嵌型の分布図は耽に詳細なものが作 

成されており,ほとんどが湿性ボドゾル鉄型で,その他グライ化土壌の分布もあって,全体 

として湿性ポドノル化の影響を受けている。
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図ー1〇 地域別ヒノキの生長(昭和5 4年植栽 5 6年10月測定)
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表ー5麻地別ヒノキ苗木の取扱経遇

産地 数量 到施 仮植地 山出し
苗木の抽出調査

備 為
物苗長 平均砌

n本

小林

1.000本
S

53. 3. 1

52.1 129 分場苗畑

S

5 34.10 
((TM)

5 7〇!

4 5 7

8 6夕

4 G

灾生3年生苗

"2 ft

長崎 〃/y " ft 50 9 8 1 "3 ft

""26 59 1 2 1 8 2 〃 u "

矢板 "〃19 ft 62 8 1 3 〇 〃 ft 〃

勿来 " 〃 15 ft ft 58 1 〇 1 〇 3

ナンゴ 
ウヒ

"12. 3 〃 ft 5】 7 4 6 揷木】年生苗

三浦実験林内には各樹種が植栽方法等をかえて植栽されている。その中で部分的な生長のR 

否,地形ごとに調査点を設け,土壌湖査と周囲造林木2 〇本前後の樹高を測定した。当初M画 

では各樹種について調査することにしていたが,亜高山性樹種等は訓査が所が限られており, 

植裁面積も少なかったので,一部调査したトウヒ,シラべについては別途追加調資をまって検 

討することとし,比較的多くi调査したヒノキ,カラマツを中心にして検討した。

1)土壊型,土壌断面形態と死林木生長との関係

調査は昭和5 3～5 5年の3か年継続して行い,調ペた造林地の林蹄8年からI 2年生に 

またかっており,最も数多く調査されたものが1】年生林分だった。したがってI】年生林 

分を基準にして,他の林齢のものは年平均伸長髭でもって1丨年生時に煥算して比較するこ 

とにした。

〇 土壊型について

ヒノキ,カラマツ造林地の調布結果から,土壌型ごとの造林木の生長は図ー I Iのとおり 

で,ヒノキについては％型からP w(i)I , II, inとポドゾル化が弱くなるほど生長がR く 

なり,グライ系視色森林土,視色森林土といくらか生長が良くなる傾向がうかがわれた。し 

かし,それらの差はそれほどはっきりしたものではない。

カラマツについてもヒノキと同じように,いくらか土壊型との対応も見られるが,ヒノキ 

よりもさらに漠然としていて明確ではなかった。

〇・ 土壌断面形態について

三浦実験林内の土壌型の分布は,主として湿性ボドゾル鉄刑(Pw(i))が中心であり,調 

査結果は図ー1丨のように中間型のものにたくさん判定されている。それは土壌断面形態の 

違いによるもので,分布する拡がり等からどちらかにく くられるものであるが,A、層の形
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図ー I l 土壌型ごとの造林木の生長

態,A2厨(溶脱価)の模様によって造林木の生長に関係しているように思われたので, 

Pw⑴と判定されたものについて,中間型のものは近い方にくくり,P'v⑴を【,D ,皿の 

3段階に分けて検討することにし,生畏との関係を示したのが図ー12である。

P w(l)！型では全体として生長が劣っている。HA, HA-A, A-HA, Aの憤に,ま 

たそれぞれの陞さ臆に並べて見ると,H Aのものが,しかも層の薄いものが生長が良く,A 

に向うほど即ち土壌化が進むにっれて生長が劣っていた。これらは理由づけが難かしく,ど 

のような理由であるかは断定できなかった。

P w(i)H型では,HAからA-H Aまでをこみにして薄いものから必いものへ,A】も同様 

にJ以さの順に並べると,P w(l)!型とは逆に.厚の薄いものが生長が(悪く,厚くなるほど生長 

か良くなる傾向が見られた。p w(nn!型でも!!型と伝ヾ问じ様な傾向がある。しかし!！型と 

in型との注はそれほどはっきりしない。

ここで.A’活の割目のあるもの,構造のあるもの,さらに腐植を含むものが図ー】2の
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右欄に示してあり.それらを醐髙欄でも〇印で囲んであるが,このようにA：的こ搆あづの 

あるものは造林木の生長にも関与しているようで,とくに力バノ・ソについては•A:治の構 

造¥のあるものは生長が良い傾向が以られた。このA, Wに構也専のあるbのけ除7-剤妆布 

の影響ではないかという意以も出されて・いるが,現段泓・ではそれらの因果関係を明昉にする
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ことはで・なかった。

2)地形特性値と土壊分布,造林木生長との関係

土壌型•土壌断面形態等と造林木の生長との関係を検討してきたが,湿性ボドゾル地帯で 

の更新困裁要因の解析には,もっと普遍性のある事項について検討すべきである。このよう 

な迎点から,本場土じょう部小林技官の厄援を待て実施した。

°目的と方法

地形の諸特性値を測治；：し,地形と土壊との関每・とりわけ湿性ポドゾルの出現パターンを 

明らかにする。併せてヒノキ造林木の生長との関係を検討することによって,更新困離婆因 

の解析に役立つ手法の開発に述なるものとして,今後の研究の進め方の予備的解析を含め昭 

和5 6年度の単年度であったが潤査を実施した。

三浦実験林内で頂上から各方位ごとに斜面をもち,地形ごとの調査のできる場所として

637林班西翳,6 4 〇林班との境界にある丸い丘を中心に調査することにした。6 3 7林班 

は昭和4 6年,6 4 0林班は昭和4 5年ヒノキ植栽地である。

具体的な方法として,頂上を中心にして,西3 3 5 °,束110。,北20。,雨200° 

の方向にコンパス測堡で！0X10 mの方形忏を設定しながら図ー13に示すように測量し, 

尾根からの標高渋•傾斜角,起伏指故,方位等の各地形特性値を求める。各方形区の中心で 

簡易土壤断面を作り•土壊型E位,厚さの調査,土壊の採取,円筒の採取を行い,周囲造 

林木の生長調査を実施した。

傾斜角,起伏指数は図ー13の関係図から次のようにして求めた。

傾斜角=(BE傾斜角+ E H傾斜角)/2

I

起伏指数=.Z ( x i-x E )但し歩I =中心Eの尾根からの標高差
i = A

z E=中心Eの尾根からの標高差

このように起伏指数は中心点に対する高低差を待号で示し,ーの大きいほど凸型で,+の 

大きいほど凹型の地形を示す。

〇 ,調査結果

各方位への調査区の縦断図を図ー14に示す。E線,N線が沢筋までとどいていないが, 

この段階ではS線が范も急でW線が緩やかである。ほぼ標高差15 m前後と,3 5 m前後に未 

熟土壌が出現し,そこで土壌の擬乱があったことがうかがわれる。

前述したように各方位の遡査が完了していない。土壊分析等も未了である。しかし,これ 

までの段階においていくつかの傾向が得られたのでその一部についてのべる。

傾斜ー起伏指敬一土壊型との関係
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図ー】3試験地方形枠

図ー】4 縦断而図
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方位や標高'.弓はこみにして,土壌型とくに湿性ボドゾル化の程度と分布が.微地形によつ 

て特微づけられるか否かを見るため,土壊甜を関連の深いものにくくり,P w(i)|, n, P 

w(i)n - m. in. pd .その他に4区分して図ー丨5に示した。

湿性ボドノル化の強いp、v(i)［. Q屋の分布を見ると.一部凸型地形の強い所にもあるが, 

多くは起伏指故〇付近,しかも傾斜もそれほど強くない所に桀中している。その外圖即ち凸 

叩地形が弧くなったり.凹形斜面が強くなった所にP\vU)n~m. iu型の分布が多くなる。 

また•Pd型も傾斜が急になった所や.〇!あと同じように外爛の分布が強い。このように湿 

性ポドゾル化の程度が.起伏指敌と侦斜によって或程度区分,特散づけかされそうである。

起伏指数一 土壊型一造林木の生長との関係

図ー15と同じ土壌型区分ごとに,起伏指故と造林の生長との関係を図ー16に示した。 

これを見ると!l壊熬とはとくにはっきりした傾向を示さないで.単純に起伏指散による彰暮 

の方が強そうであり,凸肢地形が強くなるはど生長が劣り,平衡斜面についで凹型地形が强く 

なるほど生長が良くなる傾向がうかがわれた。

以上のように微地形解析によって,土壊分布の特徴や,造林木の生長との関係について, 

いくつかの知見が得られ,その地描位との関係等も特徴が得られそうであるが,まだ調査は 

途中の段附であり,表現のしかたなども検討してまとめることとし,現段階で顕著なものに 

ついて報吿した。

図ー15傾斜,起伏指数,土壌型の関係
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図ー】6起伏指数と造林木の生長との関係

まとめ

長野営林局管内における大きな関心が項であるポドノル地带の更新法の解明に向けて,大学 

や林弑が共同で三浦実験林において研究が進められている。木曽分場としては途中からの参画であ 

ったカん 技術開発骤題として取組めることができた。しかしながら,その中心は過去の試験地の堀 

起し作業に始まり,それらは今後も継続調査して検討されるべきである。また,土壤期査による現 

況把握と造林木の生長との関係について調査を進め,いくつかの知兄を収めることができた。終 

年度に単年度であったが,微地形解析による更新困難要因の解析に向けて,予備的調査に入れたこ 

とは収穫であり,起伏指数に表現される徵地形解忻手法によって,ポドゾル地帯の特徴が表現され 

そうな傾向が很られた。

本課題はこれで完了となるカ］,三浦実験林の調充は継続している。したがって,試験地の継続調 

査や,予備調査で徊られた微地形関連のこれら技法をさらに推進するよう,何らかの形で検討を加 

えて,更新困難要因の解析に向けて研究を進めたい。
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